
日医発第 37 号（生教） 

令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 

都道府県医師会 

担当事務局 殿 

日本医師会生涯教育課 

「医師会会員情報システム MAMIS」研修管理機能マニュアルの送付について 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、すでにご案内しておりますとおり、現在、これまでご利用いただいて

いた「全国医師会研修管理システム」から、医師会会員情報システム MAMIS（以

下、「MAMIS」という。）への移行作業を行っております。 

MAMIS のマニュアルについて遅れておりましたが、現時点のマニュアルを別添

のとおりお送りいたします。 

マニュアル送付の送付が遅くなりましたこと、お詫び申し上げます。

なお、修正作業を行っている内容も含まれており、画面構成、文言等が変更

となる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

MAMIS での各種作業のイメージをつかんでいただくためのものとして、ご確認

いただければ幸いです。 

最終の画面が完成次第、改めて最新版をお送りいたします。 

ご心配をおかけしており誠に申し訳ございませんが、何卒ご理解賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

記 

１．MAMIS 研修管理機能マニュアル＜医師会事務局向け 生涯教育制度編＞ 

Ver.0.9 （2025 年 4 月 1 日） 

２．MAMIS 研修管理機能マニュアル 専用 WEB フォームからの研修会（講習会）

情報入力＜医師会事務局向け 生涯教育制度編＞Ver.0.9（2025 年 4 月 1

日） 



MAMIS 研修管理機能操作マニュアル

＜医師会事務局向け 生涯教育制度編）
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• 医師会事務局のアカウント発行はすでに配布している管理者アカウント
から行ってください。
• MAMISにおける研修会および受講実績管理は主催医師会が行います。

4月7日9時～6月30日（予定）の間の運用方法について
• 医師会以外の外部団体主催の研修会および受講実績管理は当該研修会を
承認した医師会が行います。
• 研修会情報登録機能が一部実装にとどまります。
• 使用できるのは次の機能のみとなります。CSV取り込み機能はできるだけ
早期に実装する予定です。準備が整い次第、ご連絡いたします。

①研修会（講習会）管理
・研修会一覧（専用WEBフォームから入力した研修会一覧の確認）
・受講実績入力（画面からの入力のみ）
受講実績のCSVフォーマットは別途提供します。

②生涯教育申告書データ入力
・申告書データ入力（画面からの入力のみ）
③受講記録出力
④単位取得状況確認、認定証・学習単位取得証の発行確認および印刷（医
師のマイページにログインして操作することになります）
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ログイン後の画面のメインメニューの【研修管理】
をクリックすると、研修会（講習会）管理システム
の画面に遷移するので、【研修会（講習会）入力】
をクリックする。
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１.研修会（講習会）管理

メインメニューから【研修会（講習会）管理】をクリック
すると、研修会（講習会）管理画面に遷移する

１）研修会情報の検索
・専用WEBフォームで入力された研修会情報がこの画面に
表示される
①表示する制度種別を選択し、検索をクリックする
②検索結果として研修会一覧が表示される

検索を実行しないと研修会一覧は表示されないので、
注意すること

１-１.研修会（講習会）管理
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１）受講実績の入力
・研修会開催後、受講者の出欠状況を確認し、
受講実績（受講時間）を登録する。

・受講実績登録後、「出欠確定」を実行することで、
受講者に単位が付与され、受講証明書に記載される

・入力された受講時間が研修会の演題の時間に対して
1分でも遅刻・早退した時間を入力すると、単位が
付与されないことから、受講時間入力時には十分に
注意すること

①受講実績を入力する研修会を選択し、【受講実績入力】
をクリックすると、受講実績一覧画面に遷移する。

１-２.受講実績管理
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受講実績一覧

１）受講者情報・受講実績の新規登録
・【受講者情報登録】をクリックする。
２）受講者情報・実績の変更・削除
・一覧から対象者を選択し、【変更】または【削除】をクリックする。
３）受講時間の一括入力
・【受講時間一括入力】をクリックする。
４）CSV入力
・所定のフォーマットで作成された受講実績データを取り込む。
５）CSV出力
・受講実績データを出力する。
６）共通講習用CSV出力
・日医専用
７）出欠確定
・受講者情報、受講実績を入力後、【出欠確定】をクリックする。
８）出欠確定の解除
・【出欠解除】をクリックする。受講者全員の出欠が解除される。
９）中抜けなど個別の単位の取消
・単位確定後、一覧から対象者を選択し、【個別単位取消】を

クリックする。
１０）制度別に付与する単位の変更
・単位確定後、一覧から対象者を選択し、【個別単位変更】を
クリックする。

１-３.受講実績一覧

・遅刻・早退・中抜けで一部単位が取得できてい
ないことを表します。

・個別単位変更で、制度別に一部付与単位を変更
した場合はこれには該当しません。生教は全て
出席、共通講習のみ一部欠席とした場合は、出
席」の白で表示されます。
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受講者情報・
受講実績登録画面

①【受講者情報登録】をクリックする。

②医籍登録番号もしくはカナ氏名を入力し、
検索をクリックする。

②表示された内容を確認し、内容が正しければ
【登録する】をクリックする。

・研修会の開催時間が初期表示
されるので、全て出席の場合
（全ての単位を付与する場
合）は変更しないこと。

・遅刻、早退を反映させ、一部
の単位を付与しない場合のみ
変更する。

・自医師会に該当者がいなかっ
た場合、全国を対象とした再
検索を行うことが可能となる。

・カナ検索で検索結果に該当す
る情報が複数見つかった場合、
リストが表示されるので、該
当者を選び【選択】をクリッ
クする。

・全国検索を行っても該当者が
いない場合は、マイページが
存在しないため、登録できな
い状態である。その場合は日
医生涯教育課に連絡すること。

・医籍検索を行い、登録作業を
行いたい医師と別人が表示さ
れた場合、日医生涯教育課に
連絡すること。

１-３-１.受講者情報・
受講実績登録画面
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受講時間一括入力画面

受講時間を一括で登録する画面であり、
受講時間が未登録の人だけが、この画面
に表示される

①【受講時間一括入力】をクリックする

②一括登録を実施したい人を一覧から選択する
（複数選択、全選択可）

③受講時間を入力し【登録】をクリックする

研修会の開催時間が初期表
示されるので、全て出席の
場合（全ての単位を付与す
る場合）は変更しないこと

１-３-２.受講時間一括入力画面
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個別単位取消画面

受講者が一部の演題を欠席（中抜け）した場合に、
演題単位で単位を取り消す画面である。

①対象者を選択し、【個別単位取消】をクリックする。

②取り消す演題を選択（複数選択可）し、【取消】を
クリックする。

注：この作業を行うには、あらかじめ受講実績（受講
時間）を入力し、出欠確定を行っておく必要がある。

１-３-３.個別単位取消画面
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個別単位変更画面

受講者の出席状況に応じて、制度別に単位を修正する
画面である

①対象者を選択し、【個別単位変更】をクリックする。

②制度別に表示されている単位数を修正し、【登録】
をクリックする

注：この作業を行うには、あらかじめ受講実績（受講
時間）を入力し、出欠確定を行っておく必要がある。

例：3演題目のみ生涯教育の単位は付与するが、専門医
共通講習の単位は付与しない場合

専門医共通講習生涯教育

2.02.0

専門医共通講習生涯教育

02.0

１-３-４.個別単位変更画面
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２.申告書データ入力

メインメニューから【生涯教育申告書データ入力】を
クリックすると、申告書データ入力画面に遷移する

１）入力済申告書情報の検索
①検索条件を選択し、検索をクリックする。
②検索結果として入力済の申告書データの一覧が表示される。

２）申告書データの新規入力
・【新規】をクリックし、申告書データ入力画面に遷移する。

３）申告書データの変更・削除
・一覧から対象者を選択し、【変更】または【削除】をクリッ

クする。
・削除すると元に戻すことはできない。
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申告書データ入力画面

①【新規】をクリックする。

②医籍登録番号もしくはカナ氏名
を入力し、検索をクリックする

③表示された内容を確認のうえ、
申告書に記載された内容を入力し、
【登録する】をクリックする。

アップロードは使用しない

２-１.申告書データ入力画面

ここで選択された医師会情報
が認定証の送付先となります。
医師会員以外の医師からの申
告など、該当する郡市区医師
会がない場合は、当該都道府
県医師会を選択し、郡市区医
師会は未選択を選択してくだ
さい。
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３.受講記録（受講証明書）出力

メインメニューから受講記録出力
をクリックすると、受講記録出力
画面に遷移する。

①開催日を入力する（必須）。
②医籍登録番号もしくはカナ氏名
（いずれか必須）を入力し、検索
をクリックする。
③表示された内容を確認し、内容
が正しければ必要な証明書の
種類を選択してクリックする

注１：日医e-ラーニングで取得した
単位は受講の翌日以降に反映される
注２：PDFファイルではなく、別画面
が表示される。
マウスの右クリックで表示された内容
から印刷を選択し、「プリンター」か
ら「PDFとして保存」するか「印刷」す
ること。
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4.単位取得状況確認、認定証・学習単位取得証の発行確認
および印刷・ダウンロード

・医師のマイページにログインして
操作する。

・医師のマイページには、会員情報
管理の【代理申請入力】から入る。

・代理申請の方法は、会員情報室作
成の「MAMIS操作マニュアル（医師
会事務局による代理申請入力）」
をご確認いただきたい。
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・メインメニューから【受講実績・単位取得状況表示 受講証明書出
力】をクリックすると、受講実績・単位取得状況の確認および受
講記録出力画面に遷移する。

・制度別の単位取得状況の確認と受講記録の出力が可能。

単位確認にあたっての注意事項
・日医e-ラーニングで取得した単位は、受講日の翌日以降に反映さ

れる。
・日医雑誌問題解答で取得した単位は、web解答は翌々月5日頃、ハ
ガキ解答は翌々月２０日頃に反映される。

・MAMISで単位の確認ができるのは、MAMISに受講実績を登録された
ものに限る。

・MAMISで単位管理を行う研修会であっても、主催者が受講実績を登
録していない場合、単位の確認はできない。

4-１.受講実績・単位取得状況の確認
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1-1-1生涯教育制度
直近３年間の単位取得状況の確認

・直近３年間の単位取得状況の確認できる。また、生涯教育制度の認定証
発行要件を満たすために必要な単位数等を確認できる。

・表示される数値は、MAMISに受講実績として登録された研修会の単位数等
に加えて、日医e-ラーニング、日医雑誌問題解答、申告書で申告された
単位数等の合計である。

注：認定証発行要件は、連続した３年間で単位数とカリキュラムコード数
の合計が60以上である。

① 講座種別として【生涯教育】を選択する。
② 目的で【受講実績・単位取得状況表示】を選択する。
③【直近３年間の単位取得状況（合計）】を選択し、【検索】を

クリックする。

2025年4月に検索した場合
集計年度（今年度まで）：2023年度、2024年度、2025年度の合計である。現在取得中
の単位も含めて合計を掲載しており、2025年度中にあといくつ取得すれば2026年12月
に認定証が発行されるのか、確認できる。

集計年度（昨年度まで）：2022年度、2023年度，2024年度の合計である。2022～2024
年度の単位等でもって、2025年12月に認定証が発行されるのか確認できます。

認定証発行のためにすでに使用した年度の単位等は、単位数等の欄を「ー」と表示し

ている。

生涯教育制度では、年度単位で単位集計を行っているため、集計作業が完了したもの
を確定済年度として表示する。
確定年度に表示されていない年度については、検索した時点の単位数等である。

①

②

③

③
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1-1-2生涯教育制度
開催日で指定した期間における単位取得状況の確認

・【開催日】で指定された期間における単位取得状況が確認できる。
・表示される内容は、MAMISに受講実績として登録された研修会、
日医e-ラーニング、日医雑誌問題解答で取得した単位数のみであり、
申告書で申告された内容は検索対象外である。

・地域包括診療料・地域包括診療加算のための単位取得の状況の確認など
に活用されることを想定している。

１）講座種別として【生涯教育】を選択する。
２）目的で【受講実績・単位取得状況表示】を選択する。
３）【開催日で指定した期間における単位取得状況】を選択し、

単位を確認したい単位取得方法を選択する（複数選択可）。
４）単位の取得状況を確認したい期間を【開催日】に入力し、
【検索】をクリックする。

注1：開催日の入力は必須である。
例えば、地域包括診療加算等の届出のため、2023/4/1～2025/3/31の受講状況を
確認したいといった場合は、開催日に「2023/4/1」～「2025/3/31」と入力する
こと。
注2：開催都道府県、主催、研修会（講習会名）の入力は任意である。
例えば、「東京」で受講した研修会を調べたいといった場合のみ入力すること。
注3：地域包括診療加算等の届出には日医雑誌問題解答で取得した単位等は利用
できない。地域包括診療加算等の届出のための単位取得の状況を確認したい場
合は、「研修会（講習会）・ワークショップ等」、「日医e-ラーニング」のみ
チェックすること（「日医雑誌問題解答はチェックしないこと）。
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1-1-3専門医共通講習
開催日で指定した期間における単位取得状況の確認

【開催日】で指定された期間における専門医共通講習の単位取得状況が確認できる。

１）講座種別として【専門医共通講習】を選択する。
２）目的で【受講実績・単位取得状況表示】を選択する。
３）【開催日で指定した期間における単位取得状況】を選択し、

単位を確認したい単位取得方法を選択する（複数選択可）。
４）単位の取得状況を確認したい期間を【開催日】に入力し、
【検索】をクリックする。

注1：開催日の入力は必須である。
例えば、専門医の更新手続きのため、2020/4/1～2025/3/31の受講状況を確認
したといった場合、開催日に「2020/4/1」～「2025/3/31」と入力すること。
注2：開催都道府県、主催、研修会（講習会名）の入力は任意である。
例えば「東京」で受講した研修会を調べたいといった場合のみ入力すること。
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４-２.認定証・学習単位取得証
ダウンロード

・メインメニューから【認定証・修了証ダウンロード】
をクリックすると、認定証および学習単位取得証の
出力・ダウンロード画面に遷移する。

各種証書のダウンロードについては、追ってご連絡します。
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MAMIS 研修管理機能操作マニュアル
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4月7日9時～6月30日（予定）の間の運用方法について（１）

•研修会情報登録機能が一部実装にとどまります。

次のURLにある専用WEBフォームから、研修会情報を入力してください。

•この専用WEBフォームは医師会専用です。

•医師会以外の外部団体が主催する研修会については、審査・承認した
医師会において入力してください。

• CSV取込・出力機能は使用できません。

•入力された内容は、7月1日まで修正できませんので、確定した内容の

みを入力してください。研修会名、開催日、単位、CCなど影響が多い

項目で誤りがあった場合は、日本医師会生涯教育課にご連絡ください。
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4月7日9時～6月30日（予定）の間の運用方法について（２）

• 付与する単位別に次のとおりご対応ください。

①生涯教育の単位のみが取得できる研修会

・専用WEBフォームから入力してください。

②生涯教育と専門医共通講習の両方の単位が取得できる研修会

・専用WEBフォームは使用できません。

・専用のエクセルファイル※1にてメール申請してください。

③生涯教育と認定産業医または認定健康スポーツ医の単位が取得できる研修会

・申請講座種別で生涯教育のみを選択し、生涯教育の単位のみを付与した研修会

情報を入力してください。

④生涯教育と専門医共通講習、認定産業医の３つの単位が取得できる研修会

・専用WEBフォームは使用できません。

・専用のエクセルファイル※1にてメール申請してください。

⑤当該期間において、日医かかりつけ医機能研修制度応用研修会の開催は予定さ

れておりません。

※1：2025/02/21文書管理システム「お知らせ」に掲載済
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研修会入力専用WEBフォーム

• URL：決定次第ご連絡します

•従来の研修管理システムと同様に必要事項を入力のうえ、

「申請する」をクリックしてください
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申請（入力）作業を行う医師会、担当者の情報を入力する

医師会名
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生涯教育のみを選択し、
他制度は選択しない

クリックして次の区分から
適切な区分を選択する
・都道府県医師会
・郡市区医師会
・地区医師会
・行政
・医会・学会・研究会・医療関
係団体等

・大学・医療機関
・産業保健関係団体
・製薬・医療機器メーカー
・その他営利企業
・その他

・医師会名はリストが表示されるが、
リストから選ぶのでなく、何文字
か入力するとサジェストで表示さ
れるので、その中から選択する

・研修管理システムにあった主催者
マスタは廃止

・医師会以外は区分選択後、名称を
入力する

有無を選択後、有の場合は名称を入力する
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MAMISに講習会
情報を掲載す
る機能が公開
された後に使
用する項目で
あるため、現
時点では、
「掲載不可」、
「連絡・問い
合わせ先から
の受付」を選
択

MAMISに講習会
情報を掲載する
機能が公開され
た後は、受講対
象者に応じて講
習会情報を表示
する予定である
が、現時点では
どれを選択して
も問題ない
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今後公開される審査・承認機能で
利用する機能であるため、
現時点ではアップロードは不要

COI開示の有無が不明の場合は、
有のままとする〇 ●
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・指定した演題数分、演題入力領域
が追加される

・指定する数は当該研修会の演題の
総数とする

講演形式を選択すると、講演形式に
応じた入力欄が表示される

講演（シンポジウム以外）を選択

シンポジウム・パネルディスカッション等を選択

各シンポジストのテーマ
を入力

シンポジストの人数分追加

演題ごとに会場が異なる場合に入力
できるように用意している

全体の演題数
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入力作業を行った医師会名を入力
※入力担当者の個人名ではない

CCを選択し、単位数を入力する
※演題の時間に応じた単位数の自動入力機能は

ないので注意すること
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